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親愛 な る ムスリム の 皆様 。 私 た ちの 愛す る 
預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) が こ 
の 世に 生ま れ て くる 以前 は 、 人 々 は 大 切な 判 
断 力 を 失い 、 道 に 迷っ た 状態 で し た 。 憎悪 や 
シルク (アッ ラー に 他 の 何 か を 同等 に 配 する 
こと ) は 人 々 の 心 を 暗く し 、 不 正 が 生活 の あ 
ら ゆ る 場面 に は び こ っ て いま し た 。 社会 生活 
は 破綻 し 、 道 術 は 力 を 失っ て いま し た 。 親戚 
の 結び つき は 絶え 、 隣 人 の 権利 は 無視 され ま 
し た 。 女 性 に 対し て は 人 間 ら し い 振 舞い が な 
され ず 、 抑 圧 者 が 哀れ な 者 た ち を 苦し め 、 そ 
の 労働 に 対価 を 与え て いま せん で し た 。 

親愛 な る 上 兄弟 姉妹 の 皆様 。 預言 者 ム ハ ン マ 
ド は 、 こ の よう に 痢 が 
深く な っ た 時 代 、 こ の 
世界 に 名 誉 を 与え た の 
で す 。 逸脱 、 偶 像 崇拝 、 
偽り に よっ て 暗く な っ 
て いた 人 々 の 心 は 、 ク 
ルレ アー ン の 光 に よっ て 
照ら され まし た 。 人 々 
に 、 ア デア ッ ラー へ の し も 
べ と し て 振舞 うこ と が 
呼び か けら れ 、 こ の 呼 
び か け に 耳 を 貸す 者 に 
は 、 正 し いこ と を 話す 
こと 、 信 託 を 守る こと 、 
親戚 の 結び つき を 守る 
こと 、 了 隣人 と よく つき あう こと 、 流 血 を 人 避 け 
る こと が 教え られ まし た 。 誠 淫 を 犯す こと 、 
嘘 を つく こと 、 孤 児 の 財産 を 略 礁 する こと 、 
不正 な 利益 を 得る こと 、 深 癖 で あや る 人 々 を 中 
傷 す る こと か ら 遠 ざか る こと が 命じ られ まし 
た 。 預言 者 は 、 人 々 に 礼拝 し 、 断 食し 、 ザ カ 
ー ト を 払い 、 善 を 施し 、 個 人 的 、 社 会 的 責任 
を 果たす こと を 伝え まし た 。 な ぜ な ら 彼 は ク 
ルアー ン の 言葉 を 借り る な ら 「 万 有 へ の 慈悲 
と し て 」 (預言 者 章 第 117 節 ) 遣わ ちさ れ た か ら 
で す 。 偶像 祭 拝 者 た ち に の ろ い の 祈り を 行 な 
うこ と を 提案 し た 人 々 に 対し 、 預 言 者 ム ハ ン 
マ ド は 「 私 は 、 の ろう 者 と し て で は な く 、 慈 
悲 と し て 遣わ され た の だ 。」 と 応え られ た の 
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ムスリム の 皆様 。 子 ども た ち に 慈しみ と い 
た わり を 示す こと を 望ま れ 、 子 ども た ち に キ 


ス を され た 時 、 あ る 者 が 「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 


子ども た ち に 口付け を な さる の で すか 。 私 は 
それ を し た こと が あり ませ ん 。」 と いっ た の 
に 対し 、 預 言 者 は 「 ア ッ ラ ー が あな た の 心 か 
ら 惹 し み と い た わり を 取り 除 か れ た の で あれ 





ば 、 私 に 何 が で きる だ ろう 。」 と お っ し ゃ ら 
れ 、 そ の 者 に 注意 を 与え られ まし た 。 戦 
い の 際 、 数 人 の 子ども が 衝突 に 巻き 込ま れ て 
死ん だ こと を 聞か れ 、 非 常に 起 し まれ まし た 。 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 あ な た は な ぜ 悲 し まれ 
る の で すか 。 彼ら は 偶像 奈 拝 者 の 子ども た ち 
で す 。」 と いっ た 者 に 対し 、 警 告 を 含ん だ 次 
の 返事 を な さい まし た 。 「 こ の 子 達 は 偶像 崇 
拝 者 の 子 で あっ て も 、 ム スリ ム で ある 。 注意 
し な さい 、 子 ども た ち を 殺さ な いよ うに 。 人 
間 は 清らか な 天性 と 共に 創造 され る の だ 。」 
同じ よう に 両親 、 女性 、 考 人 に 対し て も 
よく 振舞 うこ と を 命じ し られ まし た 。 人 が 信者 
の 上 兄弟 に 微笑 を 向け る 
こと すら サダ カ で ある 
こと を 明らか に され ま 
し た 。 これら の こと は 
すべ て 、 こ の 上代 高 な 六 
言 者 が 慈悲 と し て 遣わ 
され た こと を 示す も の 
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親愛 な る ムスリム の 
映 様 。 預言 者 ム ハ ン マ 
ド が 「 万 有 へ の 慈悲 」 
で あら れる こと は 、 た 
だ 人 間 た ち に の み 該 当 
する こと で は あり ませ 
ん 。 全て の 命 あ る も の 
を 包括 し て いる の で す 。 あ る ハデ ィ ー ス で は 、 
「 ア ッ ラ ー は 慈悲 深く 振舞 う 者 に 、 慈 悲 深く 
振舞 われ る 。 だ か ら あ な た 方 も 、 こ の 地上 に 
存在 する も の た ち に 対し 慈悲 深く あり な さい 。 
天 に 存在 する お 方 も 、 あ な た 方 に 慈悲 深く あ 
られ る だ ろう 。」 と お っ し ゃ られ 、 全 て の 被 
造物 に 対し 慈悲 深く 振舞 うこ と を 求め られ ま 
し た 。 他 の ハデ ィ ー ス で は 、「 そ の 権利 も な 
く 、 ス ズ メ で あっ て も 生き 物 を 殺す 者 へ 、 ア 
ラー は 審判 の 日 、 間 われ る だ ろう 。」 と お 
っ し ゃ っ て お られ ます 。 あ る 時 は 、 空 腹 で 腹 
が 背 に くっ つく ほど に な り 、 ぐ で ぐったり と な っ 
て いる ラク ダ を ご 覧 に な り 、「 放 すこ と の で 
き な い この 動物 に つい て 、 ア ッ ラ ー を 明 れ な 
さい 。」 とい われ 、 ラ クダ の 持ち 主 に 警告 
与え られ まし た 。 だ か ら 、 私 た ち も 愛 する 表 
言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の よ 5 
に 、 家 族 、 子 ども た ち 、 隣 人 た ち 、 親 戚 た ち 
全て の 人 た ち 、 全 て の 生命 ある も の に 対し 、 
慈悲 を も た ら す 存在 上 なり まし ょ う 。 手 で 、 
言葉 で 、 仕 事 で 、 活 動 で 、 周 囲 の 人 た ち に と 
っ て 役に立つ 者 と な り 、 信 頼 や 安らぎ 、 幸 福 
を 与え まし ょ う 。 
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